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-五加自治会で運動会

読書の秋、味覚の秋一そしてスポーツ

の秋。 9月から 10月にかけ、市内各地で

学校、自治会、会社などの運動会が盛ん

に行われます。 9月18日、中塩田小のグ

ラウンドでは五加自治会の運動会が行わ

れ、パン食い競争(=写真)、玉入れ、綱

引きなどで秋の一日を楽しみました。

市民の動き(9月1日現在) 総人口 118，090人(十99)/世帯数37，807(十29) ( )内は前月比です。



土
木
な
ど

重
点
に
補
正

引
き
続
き
受
通
網
の
整
備
を

ー

ー

l
市
長
提
案
説
明

九
月
市
議
会
定
例
会
ガ
九
月
六
日
か
ら
二
士
百
ま
で
、

十
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
だ
。
今
回
は
、
六
十
三

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
六
議
案
ガ
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
司
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。
市
長
提
案
説
明
の
要

旨
と
決
ま
つ
だ
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

市
畏
提
案
説
明

地
域
に
お
け
る
災
害
へ
の
備
え
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま

す
。
特
に
今
回
は
、
社
会
福
祉
施
設

に
お
け
る
訓
練
に
重
点
を
お
き
、
地

一
五
防
災
組
織
と
一
体
と
な
っ
た
実
践

的
な
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
各
施
設
と
も
地
域
住
民
と

の
連
携
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
、
防

災
、
避
難
体
制
の
い
っ
そ
う
の
充
実

地
震
防
災
訓
練
を

終

え

て

訓
練
に
参
加
、
協
力
を
い
た
だ
け

る
団
体
、
機
関
も
年
ご
と
に
増
え
、

が
図
ら
れ
た
と
考
え
ま
す
。

交
通
網
の
整
備

マ
上
信
越
自
動
車
道

日
本
道
路
公
団
で
は
、
ト
ン
ネ
ル

区
間
を
除
く
全
線
で
中
心
く
い
を
打

設
、
現
在
、
設
計
協
議
に
向
け
て
図

面
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
線
と
交
差
す
る
神
川
、
瀬

沢
川
な
ど
、
王
な
七
河
川
の
現
況
調
査

や
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
質
調
査
も

近
く
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

マ
北
陸
新
幹
線

高
崎
l
軽
井
沢
聞
は
、
在
来
型
新

幹
線
で
来
年
度
着
工
、
軽
井
沢
|
長

野
間
に
つ
い
て
は
、
三
年
以
内
に
結

論
を
出
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
で
も
、
整
備
計
画
ど
お
り
の
着
工

を
求
め
、
県
や
沿
線
関
係
市
町
村
と

と
も
に
強
力
な
運
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

川

マ
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル

八
月
二
十
五
日
の
開
通
と
並
行
し
~

て
、
主
要
地
方
道
上
田
丸
子
線
で
は
川

上
田
原
赤
坂
バ
イ
パ
ス
の
開
通
、
神
川

畑
地
籍
の
交
差
点
改
良
が
行
わ
れ
る
へ

な
ど
、
全
線
に
わ
た
っ
て
整
備
が
進
川

ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
中
南
信
方
面
〉

か
ら
の
車
両
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

一
般
県
道
別
所
丸
子
線
の
対
策
も
急

J

務
。
県
へ
改
良
促
進
の
強
力
な
要
望

〉

市

議

会

議
員
の
林
允
(
ま
こ
と
)

を

し

て

い

ま

す

。

川

さ

ん

(

五

十

五

歳

・

公

明

市

ク

)

が

、

マ
千
曲
川
左
岸
広
域
農
道

J

九
月
十
二
日
、
急
性
呼
吸
不
全
の
た

上
田
市
側
に
つ
い
て
は
、
都
市
環
川
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

状
道
路
と
し
て
建
設
省
所
管
で
整
備
川
林
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月

す
る
こ
と
に
な
り
、
概
要
ル

l
ト
に
一
に
市
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
以
来
、

関
係
す
る
地
元
の
説
明
に
入
っ
た
と
~
今
日
ま
で
の
五
年
間
、
す
ぐ
れ
た
識

こ

ろ

で

す

。

川

見

と

熱

誠

を

も

っ

て

市

政

の

発

展

に

向
…
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
四
月

一
一
の
市
議
選
で
二
期
目
の
当
選
を
果
た

阿
川
さ
れ
て
か
ら
も
、
別
所
線
対
策
特
別

問
い
委
員
長
な
ど
の
要
職
に
あ
り
、
最
も

糊
川
充
実
し
た
議
員
活
動
を
過
ご
し
て
お

ω

…
ら
れ
た
時
だ
け
に
、
突
然
の
死
は
大

問
一
変
惜
し
ま
れ
ま
す
。
心
か
ら
ご
め
い

…
…
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

叩一
川

社会福祉施設での救出訓練

【2]

林
市
議
が
急
逝

7 広報うえだ 63.10.

家
族
そ
ろ
っ
て

大
掃
除

問
月
は
秋
の
大
掃
除
月
間



道路など

-市道の維持、改良に………一....5憶し830万円

・河川の維持、改修に…ー・…・・・・・・|億円

今回は主に

このように使います

上浅
田雪
りb
サノ

lポ
チ 1
ノミ 善l

l詰
ク@

九
月
中
に
は
用
地
買
収
の
契
約
が

な
さ
れ
る
見
通
し
が
立
ち
、
工
場
団

地
の
早
期
実
現
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

現
在
、
用
地
買
収
の
交
渉
に
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
形
測
量
に

つ
い
て
も
、
県
土
地
開
発
公
社
で
現

況
把
握
の
た
め
の
踏
査
、
計
画
区
域

周
辺
の
地
形
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
関
連
の
道

路
整
備
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

条
例
の
改
正

-
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

四
週
六
休
制
に
よ
る
週
休
二
日
制

を
実
施
す
る
た
め
の
関
係
条
例
中
の

所
要
の
改
正
で
す
。

-
上
田
市
民
会
館
条
例
の
一
部
改
正

総
合
展
示
館
の
取
り
壊
し
に
伴
う

県
営
西
上
田
工
場
団
地

祉ネ菌

-デイ・サービスセンターの施設整備に

・950万円

床
暖
房
な
ど
が
整
備
さ
れ
る
デ

イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

-陸上競技場の整備に…ー・…・・・…ー・… 420万円

育

条
例
中
の
関
係
規
定
の
所
要
の
改
正

で
す
。

⑧
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
1
浅
間
テ
ク
ノ

ポ
リ
ス
構
想
の
中
で
研
究
開
発
機
能

を
よ
り
高
め
る
た
め
に
設
置
す
る
も

の
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

l
ゾ
l
ン
と

ア
カ
デ
ミ
ー
ゾ
ー
ン
を
有
機
的
に
結

び
つ
け
た
総
合
的
開
発
区
。
上
田
、

小
諸
、
佐
久
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
、

中
で
も
圏
域
最
大
な
の
が
上
田
リ
サ

ー
チ
パ
l
ク
で
す
。
東
塩
田
の
、
東

山
山
ろ
く
一
帯
を
位
置
づ
け
て
い
ま

す
(
計
画
面
積
二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
)
。

-東山道サミット開催補助(10月22日、 23日上

田市で開催) …・・・・ー…一....…・・・・一一-…20万円

そ の他

.~械テレコム ・ユー出資金・・・・・・・ ・ ・・・・ 1，650万円

教

来
年
四
月
公
認
更
新
の
た
め

整
備
さ
れ
る
陸
上
競
技
場

みんなの県政

あなたの一票

長野県知事選挙

投票日 10月16日

、暴力三ない運動、にご協力を

上田市から暴力を追放するため、“暴力追放三

ない運動"を展開 していま c?y'¥i p _:' .o 

すので、ご協力ください。 dγ祉l点アと-_;CiiI ~7:; r:， 
①暴力団を恐れない。

②暴力団を利用しない。

③暴力団に金を出きない。

(上田市暴力追放会議)

7 広報うえだ 63.10.【3】



か
け
て

い
ま
せ
ん
か

考
え
よ
う

私
た
ち
の
モ
ラ
ル

わ
だ
し
だ
ち
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
人
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
駅
前
周
辺
に
無
造

作
に
放
置
さ
れ
だ
自
転
車
も
そ
の
一
つ
。
通
行
の
妨

げ
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
け
っ
き
ょ
く
は
、
各
人
の
モ
ラ
ル
に
頼
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
使
い
捨
て
?

駅
前
周
辺
に
、
無
秩
序
に
置

か
れ
た
自
転
車
|

|
。
物
が
豊

富
に
な
り
す
ぎ
た
日
本
の
「
象

徴
」
と
で
も
い
え
る
ほ
ど
、
そ

の
光
景
は
外
国
人
の
目
に
異
様

に
写
る
そ
う
で
す
。

J

R
上
田
駅
前
な
ど
も
、
そ

の
例
に
漏
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
中

に
は
、
長
期
間
放
置
さ
れ
た
ま

ま
の
自
転
車
が
け
つ
こ
う
潜
ん

で
い
る
の
で
す
。
「
と
う
と
う

自
転
車
ま
で
も
が
使
い
捨
て
の

時
代
か
」
な
ど
と
、
お
年
寄
り

が
嘆
く
の
も
う
な
づ
け
ま
す
。

「今
は
共
働
き
が
多
い
の
で
、

親
が
す
ぐ
に
買
い
与
え
て
し
ま

う
」
と
、
あ
る
人
は
言
い
ま
す
。

言
葉
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

け
っ
き
ょ
く
、
お
金
で
片
づ
け

て
し
ま
う
ほ
う
が
、
忙
し
い
親

に
は
簡
単
な
の
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
、
お
金
で
は
か
え
が
た

い
「
し
つ
け
」
や
親
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

痛
感
し
ま
す
。

あ
な
た
の
モ
ラ
ル
が

頼
み
の
綱

生
活
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ
、
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ひ
と
こ
と

【4】7 

駅前商庖会長

北村健治さん

広報うえだ 63.10.

ど
こ
で
も
置
く
「
迷
惑
で
す
」

歩
道
や
商
庖
へ
平
気
で
自
転
車
を
置
い
て

い
く
学
生
が
多
く
、
困
っ
て
い
ま
す
。
庖
へ

来
る
お
客
さ
ん
の
じ
ゃ
ま
に
な
る
の
で
、
ど

の
庖
も
自
分
た
ち
で
、
並
べ
換
え
て
整
理
し

て
い
る
ん
で
す
。
「
時
間
が
な
い
か
ら
ど
こ
へ

で
も
置
く
」
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
よ
。
人

の
迷
惑
を
よ
く
考
え
て
:
・
。

上田警察署
駅前派出所長

山浦袈裟雄さん

危
険
/

歩
行
の
妨
げ
に

雑
然
と
置
か
れ
た
自
転
車
は
、
歩
行
者
の

通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
お
年

寄
り
ゃ
身
障
者
に
影
響
が
:
・
。
ま
た
、
駐
輪

ゾ

l
ン
か
ら
は
み
出
た
自
転
車
は
ラ

ッ
シ

ュ

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
「
物

を
大
切
に
す
る
、
人
の
身
に
な
る
」
と
い
っ

た
考
え
方
が
関
わ
れ
て
い
る
の
で
は
。



こ
れ
ま
で
何
で
も
な
か
っ
た
こ
と
が

他
人
に
と
っ
て
、
非
常
に
苦
痛
だ
と

い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

放
置
自
転
車
も
、
「
自
分
さ
え
よ
け
れ

ば
:
・
」
と
い
う
利
己
的
な
考
え
が
先

行
し
た
結
果
の
現
わ
れ
で
し
ょ
う
。

電
車
の
時
刻
ギ
リ
ギ
リ
に
来
て
、

商
庖
な
ど
の
前
へ
自
転
車
を
置
き
、

あ
わ
て
て
電
車
に
駆
け
込
む
学
生
も

多
い
と
聞
き
ま
す
。
夕
方
、
乗
っ
て

帰
る
に
し
て
も
、
置
か
れ
た
人
の
立

場
で
行
動
を
と
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

駐
輪
ゾ

l
ン
で
の
置
き
方
も
そ
う

で
す
。
時
間
と
心
に
余
裕
を
も
っ
て
、

き
ち
ん
と
置
く
習
慣
を
身
に
つ
け
た

い
も
の
。
面
倒
が
ら
ず
に
、
ち
ょ
っ

と
ズ
ク
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

だ
れ
も
が
楽
し
い
毎
日
を
送
る
に

は
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
と
い
う
、

お
互
い
の
自
覚
が
何
よ
り
も
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ク 10

1 11 
ン月
キは
ヤ

ン
J文

ン

十
、
十
一
月
は
、
全
国
一
斉
「
駅

前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
。
市
で
も
、
こ
の
運
動
に
参
加

し
、
下
記
の
日
程
で
撤
去
作
業
な
ど
、

重
点
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
あ
な

た
は
大
丈
夫
で
す
か
。
心
当
た
り
の

か
た
は
、
も
う
一
度
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

線

1
5
5
2
)

交
通
対
策
課
(
内

-a-Ez--Ez---zz-Zet---zz--5

・----zrzz-zF--1
・22
・1Jez--tre--tfzzz-az--
・5E
-
1
Z
E
-
-=Fe---Er-----z-Ez--1rz-1

・2ZZIr---z-22-t-
-ZE--ZEP------5ZE--zz三一

撤
去
し
ま
す

放
置
白
一
転
車

。…買 し、物に来たんですが、駐輪ゾーン

がいっぱいで、つい届先の歩道へ置いて

しまいます。いけないとわかっています

が、みんな置いているので・一。放置自転

車を撤去して、いつでも置けるようにし

てください。 (36歳・主婦)

。…通学で毎日駐輪ゾーンにバイクを置

いています。ただ、ぎっちり置いである

ので、いつも苦労しています。放置した

ことはありません。(18歳・短大生)

。…駅前は、歩道に飛ぴ出た自転車と段

差がけっこうあって、身障者にはとても

危険です。自転車をきちんと、きれいに

置けないものでしょうか。車いすでもス

ムーズに通れるょっにしてほしいと思い

ます。 (21歳・車いすの男性)

。…パスから降りたら、自転車の山。そ

れも一部が歩道を占領していて、とても

あぶないと思います。買い物袋などが自

転車のハンドルにひっかかりそうです。

( 53歳・主婦)

。…先日、屈の前で自転車を置いている

学生に、 「こんなところへ置くと、持っ

ていかれるぞ」と注意したら、「し、いよ、

また買ってもらうから…」という返事。

もう空いた口がふさがりません。

(69歳・商庖主)

。…駐輪場ができた ことにより、周辺の

自転車が極端に集中してしまい、通路も

ふさがるほどです。駐輪場の管理が追い

つかないのでは・一。撤去回数を増やして

ほし いですね。(大型庖長)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

駅前てひろった

(
J
R
上
田
駅
、
西
上
田
駅
周
辺
が
対
象
)

第

一

回

警

告

日

刊

月

初

日

附

第

二

回

警

告

日

日

月

2
日
制

自

転

車

撤

去

日

日

月

9
日
制

イ
卜
1

ヨ
l
カ

ド

|

Eタ J-) 

\~ 
J--~~ l:-æ~ I 

ひ
ど
い
と
き
は
、
改
札
の
出
口
付
近
へ
置

い
て
い
く
ん
で
す
。
も
う
こ
れ
は
、
利
用
者

の
マ
ナ
ー
の
問
題
。
ど
こ
で
も
置
く
と
い
う

こ
と
は
、
時
間
に
余
裕
が
な
い
か
ら
で
し
ょ

う
。
一

1
二
分
早
く
家
を
出
れ
ば
、
駐
輪
ゾ

ー
ン
へ
置
け
る
は
ず
。
比
較
的
奥
の
方
は
置

け
ま
す
(
イ
ト

l
ヨ
l
カ
ド

l
南
側
)
。

毎
朝
七
時
か
ら
一
時
間
、
駐
輪
ゾ

l
ン
の

自
転
車
を
中
心
に
整
理
し
て
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
四
年
前
、
身
障
者
に
「
上
田
は
、
安
心

し
て
車
い
す
で
通
れ
る
町
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
じ
っ
さ
い
は
違
っ
て
い
た
」
と
言
わ
れ

て
・
:
。
お
も
し
ろ
い
も
の
で
、
整
理
し
て
い

る
と
き
は
、
き
ち
ん
と
置
い
て
い
く
ん
で
す

よ
。
そ

の
あ
と
は
も
う
ご
覧
の
と
お
り
。
ま

た
、
四
つ
あ
っ
た
「
歩
道
駐
輪
禁
止
」
の
標

識
も
二
つ
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

標
識
板
も
壊
さ
れ
る JR上田駅長

塩 野 俊 さ ん
干場文男さん

(北天神町)

7 広報うえだ 63.10.[5] 



上
回
都
市
環
状
道
路
(
下
之
条
j

下
之
郷
)

こ
れか

ら

関
係
地
区
で
説
明
会
を
開
催

至極

健
や
か
で
¥
山
豊
か
に
・
・
・

上
田
市
分
は

建
設
省
サ
イ
ド
で

上
田
都
市
環
状
道
路
(
上
図
参

照
)
は
、
当
初
、
干
曲
川
左
岸
広

域
農
道
(
上
田
市
j
丸
子
町

i
北

御
牧
村
j
小
諸
市
)
と
し
て
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
の
機
関
が
協
議
し

た
結
果
、
上
田
市
分
は
建
設
省
サ

イ
ド
(
農
道
で
は
な
く
)
で
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ

ま
り

上
回
都
市
環
状
道
路
の
一
環
と
し

て
策
定
さ
れ
、
長
野
県
が
上
田
市

例
年
度
の
入
園
受
付

地
域
の
道
路
網
幣
備
の
中
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。

県
で
は
、
近
い
う
ち
に
関
係
地

区
へ
の
説
明
会
を
開
く
予
定
で
す

の
で
、
そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

渋
滞
解
消
と

地
域
発
展
に
期
待

上
回
都
市
環
状
道
路
が
開
通
す

れ
ば
、
国
道
一
八
号
、
国
道
一
四

三
号
お
よ
び
主
要
地
方
道
・
上
田

丸
子
線

(
上
田
市
秋
和
1
丸
子
町

東
内

)
の
交
通
渋
滞
が
解
消
さ
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
発
展
に

役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
道
路
計
画
が
実
現
す
る

よ
う
、
今
後
と
も
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

城
南
公
民
館

絵
本
よ
ん
で
の
会

【6】7 

絵
本
劇
場
を
公
演

広報うえだ 63.10.

「
城
南
公
民
館
絵
本
よ
ん
で
の
会
」

は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
、

子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
を
伸
ば
し
た

り
仲
間
作
り
の
輪
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
親
子
で
活
動
を
進
め

て
い
る
会
で
す
。
次
に
よ
り
、
絵
本

劇
場
を
公
演
し
ま
す
。

マ
と
き
十
一
月
三
日
嗣
(
文
化

の
日
)
午
前
十
時
か
ら
十
一
時

(第

一
回
)
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時

三
十
分
(
第
二
回
)
開
場
は
い
ず

れ
も
開
始
十
五
分
前
マ
と
こ
ろ

上
回
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

マ

内

容

清
野
友
義
さ
ん
に
よ
る
原
画
ス
ラ
イ

ド
と
語
り

「
十
一
匹
の
ね
こ
」
ほ
か

マ
参
加
料
金
五
百
円
(
四
歳
以
上
)

マ
定
員
各
五
百
円
(
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
)
・
問
い
合
わ
せ

城
南
公
民
館
(
宮
②
7
6
1
8
)

上
回
女
子
短
大

児
童
文
化
研
究
大
会

マ
と
き
十
月
十
五
日
出
午
後
一

時
か
ら
四
時
三
十
分
マ
と
こ
ろ

上

田

女

子

短

期

大

学

マ

内

容

①

講
演

1
「
い
ま
、
何
を
語
り
っ
た
え

る
か
」
児
童
文
学
者
松
谷
み
よ
子
さ



来
年
四
月
に
保
育
園
へ
入
園
を
希

望
す
る
児
童
の
た
め
に
、
次
の
と
お

り
各
保
育
園
(
公
・
私
立
)
で
入
国

受
付
を
行
い
ま
す
。

-
入
国
で
き
る
基
準

入
国
で
き
る
児
童
は
、
次
の
①
か

ら
⑦
ま
で
で
、
同
居
の
親
族
そ
の
他

の
人
が
児
童
を
保
育
で
き
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

①
保
護
者
が
外
で
働
い
て
い
る

②
保
護
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
家
庭

内
で
特
定
の
仕
事
を
し
て
い
る

③
母
親
が
出
産
の
前
後

④
保
護
者
が
病
気

⑤
保
護
者
が
病
人
を
看
護
し
て
い
る

⑥
家
庭
の
災
害

⑦
特
別
の
事
情
で
市
長
が
認
め
た
場

合
-
申
請
方
法

各
保
育
園
の
受
付
日
に
希
望
す
る

保
育
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
在

園
児
、
新
入
園
児
と
も
同
じ
日
に
受

け
付
け
を
し
ま
す
。

-
入
国
申
請
書

申
請
書
は
、
在
園
児
に
つ
い
て
は

各
保
育
園
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
。
新

た
に
入
国
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

各
保
育
園
、
保
育
課
、
各
支
所
ま
た

は
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

-
添
付
書
類

①
内
職
や
パ

ー
ト
勤
務
な
ど
で
保

育
で
き
な
い
人
は
、
申
請
書
の
証
明

欄
に
事
業
所
の
証
明
が
、
病
人
の
看

護
ま
た
は
保
護
者
が
病
気
の
場
合
は

そ
の
診
断
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

②
出
産
前
後
の
た
め
保
育
で
き
な

い
人
は
母
子
健
康
手
帳
を
、
ま
た
、

身
体
障
害
者
の
看
護
ま
た
は
保
護
者

が
身
体
障
害
者
の
場
合
は
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

③
保
護
者
以
外
に
同
居
の
祖
父
母

(
六
十
五
歳
以
下
)
が
い
て
も
保
育

で
き
な
い
場
合
に
は
、
保
育
で
き
な

い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
(
内
職
証

明
、
診
断
書
な
ど
)
が
必
要
で
す

0

・
中
途
入
国

年
度
途
中
の
入
園
は
、
定
員
な
ど

の
関
係
で
入
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す。-
問
い
合
わ
せ

保
育
課
(
内
線

1
6
3
2
)

国 名 所在地
長時間

乳(0児歳保児育) 
受付日

電話
保育 月: 日

甘 ~ヨ各ヨト 園 上鍛冶町 。 。11: 4幽 22-7665 

l愚
芙蓉保 育 園 新田 。 。11: 4幽 22-1147 

聖ミカエル保育園 馬場町 。 11: 4幽 22-1361 

l霊童 歓 喜 園 諏訪部 。 11: 4幽 22-1595 

極楽寺保育園 中之 条 。 11: 4幽 22-4064 

西丘保育園 町吉田 。 。11: 4 (針 35-1157 
常国保育園 北常田 。 。11: 4 (到 22-1520 

秋和保育園 秋 和 。 。11: 4 (針 27-8820 

ニ好町保育園 三好町 。 。11: 4幽 25-1160 

あゆみ保育園 笹 井 。 。11: 4 (針 23-0503 

東部保育園 上常田 。 。11: 7 (月) 22-0682 

南部保育園 南天神町 11: 7 (月) 22-7108 

北 保 =同ιご 園 城 北 11: 7 (月)22-3475 

ときわ保育園 常磐町 11: 7 (月)27-0104 

l命塩尻保育園 上塩尻 11: 7 (月)22-3476 

神川第一保育園 大屋 11: 8 (火) 35-0299 
島 神川第二保育園 みすず台南 11: 8 (火) 35-0349 

除 国 分保育園 国 分 11: 8 (火) 27-0105 

1，盛 神科第一保育園 長 島 11: 8 (火) 22-0597 
険 神科第二保育園 西野竹 11: 8 (火) 22-0598 

豊殿保育園 宮之上 。11 : 10(木)22-6802 

梅が丘保育園 梅が丘 11 : 10休)35-1171 

電量 城下保育 園 中 村 。 。11 : 10(木)22-0887 

川 辺保育園 川辺町 。 11 : 10休)22-5029 

下之条保育園 下之条 11 : 10(木)27-2986 

震?
泉田保育園 吉田 11 : 10(木)22-5163 

塩田中央保育園 上本郷 。 。11:11幽 38-2512 

東塩田保育園 下之郷 。11:11幽 38-2552 

西塩田保育園 手 塚 11:11幽 38-2609 

騒
ふたば保育園 院内 11: 1H針 38-2063 

塩田北保育園 上 小島 。 11: 1H甜 38-2636 

浦里保育園 浦 野 11 : 14(月) 31-2058 
刊識

白 銀保育園 仁古田 11 : 14(月)31-2004 
炉室賀保育園 下室賀 。 。11 : 14(月) 31-2142 

小泉保育園 泉 11 : 14(月)24-7356 

市役所保育課 (掛により 指定
11.21(月)-11.26仕) 午前8・30-午後5: 15 日に受け付けでき

(土曜日は午後12: 30まで) なかった人

64年度保育園入園受付日程表

※各保育園とも受付時間は午後1時から午後4時30分まで。

ん

②

分

科

会

1
心
ゆ
く
ま
で
あ
そ

ぶ
子
ど
も
を
求
め
て
、
子
ど
も
の
創

造
力
を
育
て
る
活
動
を
め
ざ
し
て
、

第
三
の
教
育
現
場
か
ら
マ
そ
の
他

臨
時
保
育
室
を
設
置
し
ま
す
。
マ
問

い
合
わ
せ
上
回
女
子
短
大
(
宮
⑧

2
3
5
2
)
 

N
H
K
学
園
の
通
信
講
座

受

講

生

を

募

集

-
生
涯
学
習
講
座

マ

内

容

教

養

と

趣

味

を

深

め

る

た
め
の
通
信
講
座
で
四
十
五
講
座
が

あ
り
ま
す
。
書
道
、
硬
筆
、
俳
句
、

短
歌
、
英
語
の
ほ
か
、
新
設
の
ゴ
ル

フ
、
へ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ち
ぎ

り

絵

な

ど

マ

申

込

期

限

十

月

三

十
一
日
開

-
案
内
書

(
無
料
)

は
が
き
に
希
望
講
座
、
住
所
、
郵

便
番
号
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
「
干

1
8
6

東
京
都
国
立
市
富

士
見
台
二
l

一二六

N
H
K
学
園
八

E
六
一
係
」
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
電
話

(
2
0
4
2
5
⑫
3
1
5

1
)
で
も
可
。
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「敬老の日」を前にした 9月10日、永野市長は

市内の99歳以上のお年寄り 5人 (うち男性 1人)

を訪問して、記念品などを贈って長寿を祝いま し

た。最高齢者の滝沢みっさん(104歳・常磐町=写

真)は、県下 2番目の長寿で、市長の「し、つまで

もお元気で」の言葉にうなずいていま した。

崎れきちいgv緩

大真なま園いめ
勢にどぎてい広よ障
のよのま開場う害 7. 

市る販なか L 者 の

民施売福れがとの i3、ん
で設、祉ま九つ皆れな しっかり覚えようきのこの知識
5家警盟主 fziあて 9月23日から 3日問、「きのこ展示会」が上田西

わな居にぷ五だとい 武で開催されました。きのこの知識や毒きのこを

5522芸RE22 覚えてもらおうと、市や上田保健所などが共催。

しあ認主え上 ふ流 柵 写真展も同時に開かれ、訪れた市民は興味深く見
たり 官、回れ を

、写品さ公 あ深 入っていました。

し 速 ル引い ンとま ・ど生され狂で生 ・
てやも | き。のとす最岐tう活 いて 犬、 ま春 犬
くか しル綱ま 長も。近傷ぞ環ぷ行病まれのの
だに、ををたきに犬、事 。境詮く予だた集登
き保犬守つ、に、は 攻略 課協な防未生合録
い健がるけ運もつ、傷 M ど注登後注と( の
。所 人 よ る 動 気な 必事多 内 し射録九射予

お
へをうなきをぐず故発 線 て担・十(防

問
届かおどせつ場つが./ 1'，、済当未一四注
けん願、るけ所な多 3 ~ま獣注目月射
るだい最にて、い発 8Eせ医射以 )
よ時し低し くチで し 7 わて師の上以
うはま限てだエ飼て )吉くへ犬の降
に 、 九 の も さ | つい へ 、だ連は犬に

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん

【8】

最
低
限
の

7 広報うえだ 63.叩.

ル
ー
ル
を
守
っ
て
/



すばらしい必

東信地域地場産品フェアーが 9月23日か

ら25日まで、ほていや上回庖で開催されま

した。この地域で作られる地場産品 酒、

みそ、しょうゆ、農民美術などーを一堂に

展示・即売。なかには、上田紬の機織りの

実演(=写真)もあり、買い物客らの関心

をH乎んでいました。

郷土の製品

。>
昭和20年代の

えびす講

企
昭
和
却
年
代
の
原
町
通
り
。
道
路
は

未
舗
装
で
、
道
幅
も
狭
い

4
『
現
在
の
原
町
通
り

ルール守って 安全に

今年も、 9月21日から30日まで、秋の全

国交通安全運動が行われました。初日の早

朝は、上田橋や古舟橋に関係者が集まって、

ドライバーや歩行者などに交通安全を呼び

かけました。(写真=上田橋でビラを配る永

育長とミス上田の宮坂夏

職督マのて入 給災険
業署問手いす従付害)労
安(い続なる業を、に働
定雪合きい義員受失加保
所⑫わを事務ーけ業入険
-----. 0 せし業が人らなす(
ft 3 ま 主 あ で や れ ど る 労
⑫ 3 上しのりもまのと災
6 8 回よかま、す際、保
3 て労うたす事。に不険
6 上働。は。業 従時
3 田基 、加主 業の雇
)公準 加入は 員 労 用

共監 入し加 が働保

提供者

竹内登喜さん

(74歳・鷹匠町)

平
和
が
訪
れ

市
民
に
も
明
る
さ
が

上
の
写
真
は
、
え
び
す
講
で
に
ぎ

わ
う
昭
和
二
十
年
代
の
原
町
通
り
で

す
。
戦
後
の
復
興
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
の
で
、
商
品
の
種
類
は
少
な

い
し
、
品
質
も
よ
く
な
か
っ
た
で
す

ね
。
し
か
し
、
待
ち
望
ん
で
い
た
平

和
が
や
っ
と
訪
れ
、
市
民
の
顔
に
も

明
る
き
が
よ
う
や
く
も
ど
っ
て
き
た

加
入
し
て
い
ま
す
か

グ
労
働
保
険
d

ー
l
そ
ん
な
時
代
で
し
た
。

当
時
は
、
お
米
や
養
蚕
で
現
金
収

入
を
得
た
農
家
の
人
た
ち
が
、
大
勢

買
い
物
に
訪
れ
ま
し
た
。
商
屈
も

先
着
順
に
景
品
を
出
す
な
ど
の
大
サ

ー
ビ
ス
を
し
た
の
で
、
ま
だ
暗
い
う

ち
か
ら
お
客
さ
ん
が
屈
の
前
に
並
ん

だ
も
の
で
す
。

上
田
の
街
が
、
一
年
中
で
一
番
活

気
に
あ
ふ
れ
る
と
き
で
し
た
。
ま
た

え
び
す
講
に
な
る
と
よ
く
初
雪
が
降

っ
た
の
で
、

H

初
冬
の
風
物
詩
。
と
い

っ
た
趣
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
人
の

考
え
方
も
変
わ
り
、
え
び
す
講
と
い

っ
て
も
、
あ
ま
り
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

ね。

7 広報うえだ 63.10.【9】



市
役
所
の
代
表
電
話

r
(幻
)
4
1
0
0

川
月
幻
目
、
塩
田
平
一
帯
で

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
オ
ー
ク

全
国
大
会
を
開
催

健
康
で
歩
く
こ
と
に
関
心
の
あ
る

か
た
、
信
州
の
鎌
倉
・
塩
田
平
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
全
国

大
会
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

マ

と

き

十

月

二

十

三

日

目

午

前
九
時
ま
で
に
塩
田
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ
集
合
(
午
後
三
時
三
十
分
解
散
)

マ
活
動
塩
田
平
一
帯
(
各
コ

l
ス

五
1
十
キ
ロ
)
マ
募
集
五
百
人
マ

参

加

費

五

百

円

マ

持

ち

物

弁

当
、
筆
記
具
、
雨
具
・
申
し
込
み

観
光
課
(
内
線
1
4
2
2
)
に
申
込

書
が
あ
り
ま
す
。

地
図
・
話
・
メ
モ
で

よ
り
楽
し
く

-
地
図
を
持
っ
て
歩
-
-
う

①
地
図
は
情
報
源
・
:
こ
こ
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
か
、
よ
く
見
て
知
ろ
う
。

ド
②
地
図
に
は
な
い
小
道
を
歩
い
て

み
る
。

③
今
、
ど
こ
を
歩
い
て
い
る
か
確

認
し
な
が
ら
歩
く
。

-
話
を
聞
こ
う

①
道
端
に
い
る
人
、
家
に
い
る
人
、

お
年
寄
り
、
子
ど
も
、
駅
員
き
ん
な

ど
、
だ
れ
に
で
も
声
を
か
け
よ
う
。

②
で
き
る
だ
け
、
そ
の
土
地
の
生

活
ぶ
り
を
尋
ね
る
。

-
メ
モ
を
し
よ
う

健
康
の
基
本
は
歩
〈
司
』
と

①
見
た
も
の
、
聞
い
た
こ
と
、
感

じ
た
こ
と
|
|
何
で
も
メ
モ
し
よ
う
。

②
自
己
流
で
い
い
か
ら
、
ス
ケ

ッ

チ
も
し
よ
う
。
絵
を
描
こ
う
と
思
わ

な
い
で
、
そ
の
も
の
を
書
き
留
め
る

つ
も
り
で
。

-
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う

メ
モ
し
て
き
た
情
報
を
も
と
に
し

て
、
自
分
だ
け
の
地
図
を
描
い
て
み

よ
う
。
ど
こ
に
も
な
い
、
た
っ
た
一

枚
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

ッ
プ
で
す
。

一ア

l
マ
は
家
電
製
品

消
費
生
活
講
座
を

開
催
し
ま
す

市
で
は
、
豊
か
な
消
費
生
活
を
築

く
た
め
の
生
活
講
座
を
聞
き
ま
す
。

マ
と
き
十
月
十
九
日
附
午
後
一

時

三

十

分

か

ら

マ

と

こ

ろ

上

田

市

中

央

公

民

館

マ

内

容

電

気

製

品
を
使
い
こ
な
す
に
は
マ
講
師

家
電
製
品
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

マ
定
員

五

十

人

マ

申

込

方

法

十

月

十

五

日
出
ま
で
に
生
活
環
境
課

(
内
線

1

3
9
0
)

へ

第
二
回

痴
ほ
う
性
老
人
を

か
か
え
る
家
族
の
会

今
回
は
、
「
ぼ
け
た
お
年
寄
り
と
の

接
し
方
」
で
、
個
人
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

マ
と
き
十
月
十
七
日
間
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十
分
マ
と

こ
ろ
市
保
健
セ
ン
タ
ー

(
南
庁
舎

二
階
)
マ
講
師
国
立
小
諸
療
養
所

大
日
向
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
し

込
み
十
月
十
四
日
悩
ま
で
に
保
健

予
防
課

(内
線

1
3
7
6
)
へ。

な

お
、
当
日
介
護
す
る
人
が
い
な
い
場

合
、
こ
ち
ら
か
ら
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
伺
い
ま
す
の
で
、
十
月
十
三
日

嗣
ま
で
に
ご
連
絡
を
。

電
波
障
害
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

十
月
は
、
全
国
電
波
障
害
一
掃
月

間
で
す
。
こ
の
運
動
に
あ
わ
せ
、
次

に
よ
り
電
波
障
害
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
受
信

障
害
で
お
困
り
の
か
た
は
、
相
談
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
十
月
十
四
日
幽
午
前
十

時

か

ら

午

後

四

時

マ

と

こ

ろ

イ

ト
l
ヨ
l
カ
ド

l
上
田
庖
正
面
玄
関

広

場

・

問

い

合

わ

せ

生

活

環

境

課
(
内
線

1
3
8
6
)よ育係

/ ._Y.e/~ 
.r--oliJノく I，-，.: 

U芝日

住
宅
建
設
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

【10】7 広報うえだ 63.10.

市
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、

住
宅
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
す
る
皆

さ
ん
に
建
設
資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

マ
対
象
者
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
人
①
市
内
に
住
宅

を
新
築
ま
た
は
増
改
築
す
る
人
②
す

で
に
建
設
に
必
要
な
敷
地
が
あ
る
人
、

ま
た
は
土
地
と
新
築
住
宅
を
同
時
に

購
入
す
る
人
③
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
人
④
前
年
分
所
得
が
四
百
五

十
万
円
以
下
の
人
(
給
与
所
得
者
は

総
収
入
が
六
百
二
十
一
万
六
千
六
百

六
十
五
円
以
下
)
⑤
借
入
金
の
年
間

返
済
元
利
合
計
額
が
、
前
年
分
所
得

(
将
来
と
も
同
居
す
る
家
族
の
収
入

も
含
む
)
の
三
三
%
以
内
で
あ
る
こ

と

マ

貸

付

金

額

五

十

万

円

以

上

二
百
万
円
以
下
(
利
率
五
・
四
%
)

マ

返

済

期

間

十

五

年

以

内

マ

返

済

方

法

元

利

均

等

毎

月

払

い

マ

申
込
期
限
十
一
月
三
十
日
附
ま
で

た
だ
し
、
貸
付
予
定
戸
数
(
七
戸
)



上
小
地
区

防
災
フ
工
戸
を
開
催

上
小
広
域
消
防
本
部
で
は
、
防
火

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
第

一
一
回
「
上
小
地
区
防
災
フ
ェ
ア
」
を

開
催
し
ま
す
。

と
き
:
・
十
月
十
六
日
目
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時

と
ニ
ろ
:
・
東
部
町
町
民
広
場

内
容
:
・
マ
は
し
ご
車
、
救
助
工
作

車
な
ど
の
展
示
マ
初
期
消
火
実
験

マ
地
震
車
の
体
験
乗
車
マ
魚
つ
か

み
、
大
声
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
マ

保健予防諜

(内線1374)保健コーナー

三種混合予防接種を 9月の 2回目に続き、

目と予備日を別表のとおり行います。

詳しくは、「広報うえだJ 8月 1日号をご覧くだ

さし、。

63年度(前期)三種混合予防接種目程表

3回

救
助
隊
員
と
遊
ぼ
う

コ
ー
ナ
ー

市
内

4
か
所
で
開
催

行
政
相
談
所
巳

お
出
か
け
を

-
巡
回
行
政
相
談
所

①
十
月
十
七
日
間

l
塩
田
公
民
館
(
午

行政相談委員の皆さん(敬称略)

氏 名 イ主 所 電 話

久保田良明 芳田333 ⑧ 1120 

鋒 城 直巳 天神4- 19一 16 ⑫6176 

松川 隆 吉 田454一| @4715 

西沢静江 富士山43引 ⑮3595 

十
月
十
六
日
目
か
ら
二
十
二
日
出

ま
で
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。
明
る

い
社
会
生
活
を
擁
護
す
る
行
政
相
談

制
度
が
、
広
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
国
が
設
け
た
も
の
で
す
。

週
間
中
に
は
、
各
種
の
行
事
が
催

き
れ
ま
す
が
、
特
に
次
の
行
政
相
談

所
で
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
仕

事
に
つ
い
て
苦
情
・
意
見
・
要
望
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

実施日
tヨエ』 場 名 ト一一一一一一一一一 対象地区

3回

塩田母子健康センター
1月10 1 

塩田地区

川西社会福祉センター 日(火) 川西地区

上田市保健センター 月10 南部・北部地区
(市役所南庁舎2階)

12 

上野が丘公民館 (水日) 神科・豊殿地区

上田市保健センタ ー
10 西部・塩尻地区

(市役所南庁舎2階)
月

川 辺町会館
18 

川辺・泉団地区
日

神 川 地区 公 民 館
(火)

神川地区

上田市保健センター
1月10 9 中央・東部地区

(市役所南庁舎2階)

三好町会館 (水日) 城下地区

上田市保健センター / 11 南部・北部・神科・豊殿

(予 備日) 9 (:水) 塩田・ 川西地区

上田市保健センター
/ 1111 後)

東部・中央・西部・塩尻・城

(予備日) 下・ 川辺・泉田・神川地区

前
九
時
1
正
午
)
、

川
西
公
民
館
(
午

後
一
時

1
四
時
)

②
十
月
十
八
日

ω
l
城
南
公
民
館
(
午

前
九
時

1
正
午
)
、
上
野
が
丘
公
民

館
(
午
後
一
時
j

四
時
)

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
9
0
)

動

<ω
の
健
康
相
談
所

開
設
し
ま
す

※受付時間は各会場とも午後1時30から2時30分

現
代
社
会
で
は
、
心
の
健
康
が
失

わ
れ
が
ち
で
す
。
市
で
は
、
次
の
よ

う
な
事
で
お
悩
み
の
か
た
の
た
め
に

「
動
く
心
の
健
康
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。
(
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
)

①
夜
、
眠
れ
な
い
。
寝
つ
き
が
悪

い
②
気
持
ち
が
沈
み
が
ち
で
あ
る

③
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る
④
子
ど

も
さ
ん
が
落
ち
着
か
な
い
。
学
校
へ

行
く
の
を
い
や
が
る

マ
と
き
十
月
二
十
八
日
倒
午
後

一
時
三
十
分

1
三

時

三

十

分

マ

と

こ
ろ
上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

(市

役
所
南
庁
舎
二
階
)
マ
相
談
担
当

遠
藤
利
治
先
生
(
千
曲
荘
病
院
)
マ

申
込
先
保
健
予
防
課
(
内
線

1
3

7
6
)

へ
十
月
二
十
六
日
制
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
マ
そ
の
他

今
年
度
は
十
二
月
二
日
、
来
年
二
月

十
日
に
も
開
設
し
ま
す
。

0 ・ヵf

4 申 j荷
)し杯

込 に
み な

管次
理第
課締
(め
内 切
線り
1 ま
5 す

刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売

「
上
田
矯
正
展
」
を
開
催

全
国
の
刑
務
所
の
受
刑
者
に
よ
り

製
作
さ
れ
た
家
具
、
生
活
用
品
な
ど

を
展
示
即
売
す
る
「
上
田
矯
正
展
」

が
、
次
に
よ
り
開
か
れ
ま
す
。

マ
期
間
十
月
二
十
一
日
幽
か
ら

二
十
五
日

ω
マ

会

場

ほ

て

い

や

上
回
庖
(
常
田
二
)
マ
内
容
①
全

国
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
(
家

具
、
応
接
セ
ッ
ト
、
紳
士
靴
、
木
彫

品
、
み
そ
、
し
よ
う
ゆ
な
ど
三
千
五

百
点
)
②
所
内
生
活
の
ビ
デ
オ
紹
介

③
矯
正
活
動
の
パ
ネ
ル
紹
介
マ
主

催

長

野

刑

務

所

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
パ、ザ

i

開
催
し
ま
す

上
田
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
で

は
、
発
足
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ
ー
を
次
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き
十
月
九
日
目
午
後
一
時

か

ら

三

時

マ

と

二

ろ

海

野

町

日

曜
広
場

・
問

い

合

わ

せ

青

少

年

課
(
内
線

1
7
3
2
)
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奥
さ
ま
と
税
(
配
偶
者
特
別
控
除
)

-
配
偶
者
特
別
控
除

税
制
改
正
で
、
昭
和
六
十
三
年
度

(
六
十
二
年
分
)
か
ら
配
偶
者
特
別

控
除
の
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

配
偶
者
特
別
控
除
は
、
夫
の
合
計

所
得
金
額
が
八
百
万
円
(
給
与
年
収

で
あ
れ
ば
一
千
十
万
円
)
以
下
の
と

き
に
適
用
さ
れ
、
控
除
額
は
奥
き
ま

の
所
得
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
ま
す
が
、

最
高
額
は
十
四
万
円
(
所
得
税
は
十

一
万
二
千
五
百
円
)
で
す
。

こ
の
控

除
は
、
パ

l
ト
収
入
が
九
十
万
円
を

超
え
て
い
て
も
、
百
六
万
四
千
九
百

九
十
九
円
以
下
(
所
得
税
は
百
一
万

九
千
九
百
九
十
九
円
以
下
)
で
あ
れ

ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
市
民
税
課
(
内
線

1
2
8
1
)
 

(
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月
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け
出
介
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}
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を
お
祈
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す
。
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配偶者特別控除額の計算は・.

宮
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一

雄

さ

ん
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塚

吉

田

ツ
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コ

き

ん

新

田
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林

賢

き

ん

大

屋

山
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ん
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堀
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さ
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控 除 対 象 配 偶 者 の 場 合
(奥さまの給与収入90万円以下)

肌 00肝 l(奥きまの給与収入一問円)x去i

112，500円-l(奥さまの給与収入-57万円)X llo}5 I 
33 

六七八四七七八九五九七八五六六
四一九 O 二六四四八一九七二二二 所得税

控除対象配偶者でない場合
(給与収入 1，064，999円以下の人)

28 140，000円一!(奥きまの給与収入-57万円-33万円)x ~~f 
33 
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本
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西
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名
和
昭
房
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田
中
き
だ
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さ
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宮
下
り
ん
さ
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月
大
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き
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沢
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ミ
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赤
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き
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平
昭
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き
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き
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友
野
き
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の
さ
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宮
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義
雄
さ
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都
筑
紀
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さ
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升
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屋岡
踏
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泉
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緑
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田
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伊
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鈴

子
小

泉
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紺
屋
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112，500円一l(奥さまの給与収入-57万円)-33万円|

【12】

(注)01 I内の計算で1万円未満の端数は切り捨てます。
0算出額が赤字の ときは、配偶者特別控除額は Oになります。
0奥さまに給与所得等以外の所得(利子・配当・不動産など

の所得)がある場合は、上記計算式と 異なります。

7 広報うえだ 63.10.

五八八六六六四八八八八五六六八
三 八三七一一四七五七二九九五三
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